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健口スマイル推進事業について
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健康寿命
healthy longevity

WHOが提唱した新しい指標で、平均寿命から寝たきりや
認知症などの介護状態の期間を差し引いた期間

出典：厚生労働省 e-ヘルスネット



栄養摂取

口の機能

運動

県民の生涯にわたる
健康の保持増進

口の清掃



山口県口腔保健支援センター
（山口県健康福祉部健康増進課内）

市町
関係

団体等

【基本的な方針】
①う蝕や歯周病等の歯科疾患の予防
②生活の質の向上に向けた口腔機能の維持・向上
③定期的な歯科検診の受診
④歯科保健医療体制の基盤整備

やまぐち歯・口腔の健康づくり推進計画

健康寿命の延伸

連携 連携

連携

歯・口腔の健康づくりの推進による
県民の生涯にわたる健康の保持増進



やまぐち歯・口腔の健康づくり推進計画
生活の質の向上に向けた口腔機能の維持・向上



オーラルフレイル

歯と口の働きが軽度に衰えた
状態。

早めに気づき対策を行うこと
で、改善できるとされており、
予防とともに、そのサインを
見逃さないことが大切。

作図：東京都健康長寿医療センター
平野 浩彦 氏



〇 オーラルフレイル

セルフチェック表

〇 お口の体操

〇 お口の清掃





https://kenko.pref.yamaguc
hi.lg.jp/img/jumyou/ha/ora
l-flail/oral-flail.pdf

（フリーダウンロード）

是非、ご活用下さい！



健口スマイル推進事業
県民の健康寿命の延伸を図るため、山口県歯科医師会及び山口県歯科
衛生士会をはじめ、大手民間企業などと連携し、本県独自の「健口
スマイル」をキーワードに乳幼児、児童、生徒、壮年期、高齢者など、
各世代に応じた口元からの健康づくり施策を展開。



健口スマイル推進事業の展開に関する連携協定締結式
令和３年３月２６日 山口県庁



通いの場での
お口からはじめる介護予防教室
普段「いきいき百歳体操」を実施している通いの場において、

体操と併せて20分程度のお口の体操や講話を実施。



まとめ

オーラルフレイルは、歯と口の働きが軽度に衰えた状態
であり、早めに気づき対策を行うことで、改善できると
されており、予防とともに、そのサインを見逃さない
ことが大切である。

オーラルフレイルを対策するためには、お口の体操や
清掃などを持続的に行うことが大切である。

持続的な実施には、飽きずに楽しく実施する必要があり、
通いの場での活動は効果的であった。

事業実施には、市町及び関係団体等の協力が必要不可欠。
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